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里山農園　　玉ねぎの収穫進む　11日は雨が降り続けるとの予報がありました。しばらく晴天があってのことでしたので、収穫しておくことが大事と判断して、10日の午後に急遽作業を進めていただきました。収穫したものを軒先に吊り下げました。長雨が続きますと品質が落ちてしまいますので、農産物は育てていく過程の手入れもそうですが、収穫時期というのが決定的に大切になってきます。収穫の最終盤には激しい降雨となりました。森島さん大村さん本当にご苦労様でした。
　サツマイモ苗300本（5日）入荷したので、準備をしておいた畑に植え付けました。採取した苗を植え付けまで時間を置くとすっかり弱ってしまいますので、元気な間に植え付けなければなりません。昨年は少し時間を置いたので少し出来栄えが弱かったのでその経験をいたして翌日に実行しました。農園に関心を持っていただくために、予告をしっかり行って多くの皆さんと一斉に植え付けることが出来れば本当に良かったのですが、その準備期間がなくなって少し残念です。これから雑草があらゆるところで激しくはびこりますので、その節には皆さんのご協力をお願いします。
野菜の王様といわれるトマトの生育が順調に進んでいます。もう少し大きくなると収穫にできるのではないかと思われる大きさに実ってきています。ご近所の皆さんは、朝採りたてのトマトがコーナーに並んでいるかと待ち焦がれていると聞かされています。皆さんの期待に応えられる日が早く訪れてほしいものです。もう少しお待ちください。
昨年は12日に開花したササユリは11日現在開花直前の状況になってきています。斜面に可憐な花が開花すると一挙に農園の雰囲気が変わります。14日にはホタルの夕べ里山音楽会を予定しています。今年はその時に満開になるのではと期待に胸が膨らみます。
梅雨の合間の晴れたときを狙ってジャガイモ収穫を予定しています。秋の収穫も楽しいのですがジャガイモの収穫もまた楽しいものです。あまり早く日時を通告すると天候の関係があってうまくいきませんが、現在の見通しは」6月下旬になる予定です。時々農園にお越しください。時期を見はからっていただければありがたいです。ジャガイモやタマネギを購入したいと希望される皆さんにはできるだけ予約をお受けいたします。ご連絡ください。農薬は全く使用しないで栽培しています安心野菜です。いよいよ夏野菜の万願寺トウガラシなどの収穫期が迫ってきました。事務前の100円コーナーの棚箱の新調が進んでいます。
木津川親子・遊ぼう学ぼう魚とり　募集始まる　水曜日には大人：42人、子ども：56人の参加申し込みがありました。受付人数100人が目前となっています。受付締切日13日にはどれだけ多くの申し込みになるかと心配しています。新聞各社の告知記事もしっかり伝えていただいたので、山城各地からの応募が続いています
14日は桜谷先生が指導する昆虫観察会が行われます。普賢寺小学校前14時にご集合ください。観察会後、ホタルの夕べと里山音楽会を予定しています。例年の雨は今年は心配しなくもいいのではないかと思われます。ぜひ多くの皆さんのお越しをお待ちしています。今までは里山の会が桜谷先生と一緒にオオムラサキやカスミサンショウウオ発見などすごいことを重ねてきました。森の宝石といわれているミドリシジミの確認発見が楽しみです。続いて里山専属バンド出演の里山音楽会はここ数年実力をグーンとつけてきた「ハナミズキ」の出演です。歌唱指導にも腕をあげられました。自然界で生育している蛍の夕べの鑑賞もいいですね。今年は趣向を凝らしてお薄で緑の中、心を癒せればと思っています。特に里山の会秘蔵のお茶碗で抹茶を振舞うことにしました。ご期待ください
植物部会の木津川花調べ　13日（金）山城大橋東詰橋下９時半　集合12時に解散　絶滅寸前種のタコノアシが見つかるか？伊藤千恵子世話人が自信をもって3回目の調査観察会を企画されました。ご参加の皆さんの要望がかなえられると思います。希少植物を一目ご覧になってください。初心者大歓迎で行います。
7日に開かれた淀川発見講座から　片寄先生のお話・・森は海の恋人といわれるが川は二人のデートコースと強調されました。いろいろある各地の川に関する歌は沢山あるが、淀川の歌がないのだ。ぜひ作ってほしいと・・・。続いて、中川一先生から現在川の補強工事は200年に一度の大水に耐えられる基準で工事が行われている。この工事が完成する20年後にはさらに大きな天候の変化があり、スーパーコンピュータではじくと、完成した頃には更に大災害に対応する基準になっているだろう。とのお話がありました。私は20～30年後には限界集落の続発、農業の衰退等が見られ、山はどうなっているのだろうと予想しました。
京都府地域力再生プロジェクト交付金が振り込まれました。イノシシの防御柵や炭焼き屋根の設置、木津川読本の発刊への交付金でした。里山の会は、これらの経費を借金して事業を推進してきましたので、これで全額返済することが出来ました。
15日　10時から　12時まで　木津川クリーンアップにご参加ください　6つの拠点（①やまなみホール河川敷　②恭仁大橋左岸　③開橋左岸　④山城大橋右岸　⑤城陽市桜堤（右岸）　⑥下津屋橋（流れ橋）左岸）で例年木津川清掃活動を行ってきています。掲示板を30本ほど設置して地域の方々に参加を呼び掛けています。それぞれの拠点はかなりのごみが散乱していますが、徐々に数量は少なくなってきています。マナーの向上が見られるのではないでしょうか。十分ではありませんが、活動の効果が出てきているのではないかと思われます。　
21日（土）～29日（日）　国蝶オオムラサキの観察会　里山農園で開催　　集合10時京田辺市普賢寺小学校前　　里山の会の農園ではこの一年間、葛などに覆われていたエノキを発見し、再生を目指して随分と手を加えてきました。冬には予定していたよりも多くの幼虫を発見し、その環境の良さを再確認してきました。きっと飛翔を確認できると期待しています。また、小高い山頂にも展望所的な広場を切り開くことができまして、オオムラサキが飛翔している所を上からのぞいてみられるように整備整頓してきました。きっとオオムラサキの勇姿を発見できると思われます。ぜひお越しください。お待ちしています。
カヌーで大阪湾まで下る取り組み決まる　11月2日枚方に到着　3日大阪毛馬の閘門を通過予定　　琵琶湖淀川流域圏連携交流会幹事会では、昨年に引き続き笠置から大阪湾までカヌーで下り、淀川沿川で水に関心を持つ諸団体個人の方々の交流を深められるよう取り組みを進めることを確認しました。時期は11月2日に枚方に到着し、3日には毛馬の閘門を通過して道頓堀など中之島に向かう予定です。大阪市内は遊船や観光船、営業船の往来が激しくなかなか難しいようですが、諸手続きに挑んでいます。
7月6日　親子自然観察会　桜谷先生もご指導いただきます。　ひょっとするとカヤネズミが見つかるかも　10時に京田辺市中部住民センターホールにご参集ください。そこで打合せののちに木津川堤防に移動して調べてみようと思います。昨年12月にカヤネズミ巣を発見することができました。このころは発見のできやすい時期であるようです。
会費の納入比率７２％に到着　昨年度は12月の到達でしたが今年は積極的な会費納入を進めていただいてきます。未納入の皆さんのご協力をお願いします。今年は新型の印刷機を新調しましたのでかなり財政が苦しいところです。また木津川読本の普及にも全力を尽くしています。積極的な普及にご協力をお願いします。過日の淀川発見講座では15人の皆さんから協力をいただきました。　　
新入会員を二カ月で5名迎えました。今年は積極的に働きかけて50人ぐらいを目標にしています。木津川読本の普及と合わせて里山の会の活動を大いに語ってください。
